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巻頭言 

保健管理センター長を拝命して 

 

保健管理センター長 三平満司 

 

 私が（健康診断以外で）保健管理センターに最初にお世話になったのは，私がまだ学部３年生の時です．

ある夏の朝，大岡山についた私はめまいと吐き気で動けなくなりました．かろうじて，守衛所までたどり

着き，守衛の方に荷物を預けて私は保健管理センターに休みに行ったのでした．ベッドで少し休ませてい

ただき，目が覚めた時にはそばで看護師（？）の方が見守ってくださっていました．そして，どういうき

っかけか忘れましたが，気が付けばその方にいろいろな話を聞いていただきました． 

  

当時の私はサークル幹部の一人としてサークル活動の人間関係で悩んでいました．正確に言えば，悩ん

でいたというより何とかしようと頑張っていた時で，それを悩みとは思っていませんでした．でも，その

方と話しているうちに，「自分が多くのものを背負っていて，それが当日のめまいにつながった」ことに

気づきました．その日は話したことで気分が軽くなり，それ以後，サークルでもまた頑張れた思い出があ

ります．「これって，カウンセリングだったのかな」と今は思っています．こんな簡単に話すことだけで，

（自分で気づかなくても）迷っている人が気持ちの整理ができることは驚きでした． 

  

職員になってから研究室の所属学生のことでカウンセラーの齋藤先生に相談に行ったこともあります．

学生のことで相談した後に齋藤先生が「先生も大きなものを抱えておられるようですね．よろしかったら

お話をお聞きしますよ」とおっしゃってくださいました．自分では学生のためにと頑張っていたつもりだ

ったのですが，自分では気づかない大きなものを抱えていたようです．気づかせていただいた齋藤先生に

今も感謝しています． 

  

今年の１月に岡田理事副学長から保健管理センター長就任の打診を受けたときは何か深い縁を感じま

した．私が工学部の教育委員長としてFD 研修を主催した時も，その後，全学FD の運営にかかわらせて

いただいた時も，まず，最初に決めた講演は齋藤先生のカウンセリング関連です．FD 講演の司会をして

いた時には無作法にも出席していた理事副学長の先生方に「メンタルヘルスは大切ですから，人的にも予

算的にもサポートしていただけますよね」と無理なお願いをして苦笑を買ったこともありました． 

  

今年の４月より保健管理センター長に就任して，現在のカウンセリング体制が（非常勤の方も含めて）

昔と比べて充実していることを知って，うれしく思いました．しかし，それでも学生からの相談がいっぱ

いいっぱいであることは何とかしなくてはいけないと思っています． 

  

教育改革に伴うアカデミックアドバイザー制度や，リベラルアーツの立志プロジェクトなどが学生のメ

ンタル面の支えとなり，カウンセラーが暇で暇でしょうがない．そんな日が来てくれたらいいのにと思っ

ています．
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よろしくお願いします 

 

保健管理センターすずかけ台分室 小檜山 通子 

 

 平成 29 年 4 月に保健センターに着任しまだ 4 か月ですが、看護という職に就いて数十年が経過しま

した。初心を思い出すためにも、今までの経験を少しお話させて頂きたいと思います。あくまで個人の印

象と記憶ですので、見当違い・間違いが多々あることをご了承ください。 

 

 看護師（当時は、まだ看護婦という名称です）になったばかりの1980 年代、すでにQOL(Quality Of 

Life)の考え方は定着しつつありましたが、働き始めた病院でも、どんな状態であっても命を長らえること

が正義、という考えが強かったように思います。もちろん医療は日進月歩、命を長らえてさえいれば完治

する方法が見つかるかもしれないという思いからだったのでしょう。しかし、本人が望む生き方を我慢し

ても、寿命を 1 分 1 秒でも長らえるようにしなくてはいけない風潮があったように感じていました。イ

ンフォームドコンセントは定着しておらず、がん患者さんには本人に『病名を告げない』が基本で、患者

さんは何も知らされず、治療方針も本人抜きで家族と医療従事者の間で話し合われていることが多かった

と、記憶しています。はっきり病名を告げられるより、曖昧な状態のほうが日本人に合っているのだと聞

かされていました。世間では、がんという病名を知ったとたんに自殺されたという話も時々耳にしていま

した。もちろん、他所にホスピスは存在しており末期のがん患者さんも入院していましたので、がん患者

さんが全て病名を告げられていないということではなかったのでしょう。 

 

それから間もなくして、治療方針は病名や自分の状態を知った本人が決定する、インフォームドコンセ

ントが主流になっていきました。病気の治療と仕事を両立させたり、疾患をもちながらも活躍される方々

が現れてきたこと、インターネットが普及し、様々な治療法などの情報と共にそれが広く知れ渡ることで、

ある程度がんは恐れずに済む病気となったのかもしれません。ある程度・・・原発のがんの種類にもよる

ので一概にはいえませんが、総じて早期のがんは治療しやすく、社会復帰が速やかで、自分のやりたいこ

とができる状態に戻りやすいことはよく知られている通りです。そんな中で、自分自身も気づかない早期

の病気を発見したり、心身の不調がひどくならないうちにコントロールする助けとなる健康管理業務に興

味をもちました。 

 

 1990 年ごろから企業の健康管理業務に携わり、従業員の方々の健康診断やそのフォロー、応急処置・

診察補助に関わってきました。1980 年くらいまでの日本人の死因のトップは脳血管疾患、その後は悪性

新生物（がん）になりましたが、2015 年くらいまで心臓疾患と合わせて死因のトップ３は変わりません

でした。(昨年2016 年度は、脳血管疾患を抜いて、第3 位は肺炎となっています) 

これまで成人の健康診断は、以前は成人病と呼ばれていた生活習慣病を早い段階でコントロールし、脳血

管障害や心臓病から遠ざけ、がんを早期に発見することで個々人の健康の保持増進（健康寿命を延ばす）

の一端を担うことを目的に行われてきました。この働いている人たちの健康診断は雇用主に法的に義務付

けられているものでもあります。 

 

健康管理業務には、数年のブランクを挟んで現在まで関わっていますが、健康診断や健康についての考

え方も僅かずつ変化しているようです。1990 年代にはなかったメタボリックシンドロームが提唱され、

現在対象者はすべて腹囲を測定するよう定められたり、介護問題の観点からは、長生きするだけでなく、

いつまでも健康で自立して生活できるようにとロコモティブシンドローム回避が目指されています。 

 

メンタルヘルスについては、1990 年ごろには企業の健康管理の考え方に既に含まれていましたが、精

神科や心療内科受診のハードルは今よりずっと高いものでした。うつ病などの精神疾患も身体の疾患と同
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様と世間に認識されるようになったのは、そんなに昔のことではなかったように記憶しています。現在は

健康診断にストレスチェックが用いられるなど、メンタルヘルスもようやく重要視されるようになったと

感じます。 

 

以前は、健康管理は誰かがしてくれるもの、健康診断は面倒という人が多かったのですが、最近は自分

の健康を気遣う人が増えたように思います。その一つには、健康管理業務のうち数年間は南米で邦人の健

康管理業務にあたっていましたので、そういった海外、特に途上国で生活される方々の関心の高さによる

ところが大きいのかもしれません。日本と異なる環境・医療事情の中で活躍し続けるためには自国にいる

以上に健康が大切であると意識されるからなのでしょう。 

 

大学生の方々の健康診断は、労働安全衛生法下の企業の健康診断ではなく、学校保健安全法に基づくも

のですが、基本的な概念に大きな違いはないと思います。また、社会に出られると今度は上のような企業

の健康診断が待っています。健康診断では、基準値といわれる値が使われていますが、これは絶対的な正

常値というわけではなく（事実、基準値や測定方法も変化しています）それを基準に病的な異常がみられ

るかどうかや、病気の方向に向かっていくものがないかを判断するためのもので、検査値にも個性があり

ます。個人の体質ではあっても、将来的に不調に結びつくことがわかっているため、治療を必要とするこ

ともあるようです。 

 

こうしてみると健康診断は、自分自身を知るひとつととらえることができるかもしれません。そして、

何か身体に異常を感じた時に通常の状態の自分がわかっていると、それと比べることでより正確に現状が

把握できるものです。未病―治療までしなくても、日常の生活の中での心身の不調―身体に余裕があると、

心にも余裕が持てたり、心の不調が体調不良につながるのもよく知られている通り、健康に近づけるため

のお手伝いをさせていただくのが健康管理の仕事の一つだと思います。私自身も無病息災でなくとも一病

息災、ピンピンコロリを目指したいと思う今日この頃です。 

 

職員の方々や学生の皆さんなど、これから様々な場所で活躍される方には今後、ご自身の健康はいうに

及ばず、周りの方々の健康にも留意されることがますます望まれる社会になると想像されます。ご自分と

周りの大切な方々の健康を守るためのお手伝いを、微力ながらさせて頂ければ、とても嬉しく思います。

今後ともよろしくお願い申し上げます。 
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東工大にて思うこと 

 

 保健管理センター大岡山 髙木有希子 

 

今年の４月に東工大に着任致しまして、5 ヶ月が経とうとしています。日々、勉学に勤しむ、将来の夢

と希望に溢れた学生の方々と接することができる、とてもやりがいのある職場だと今では強く感じていま

す。 

  

保健管理センターには、さまざまな学生さんが訪れます。時に実験の結果、怪我をしてセンターを訪れ

ることもあります。老婆心に「無茶しないで」と思うこともありますが、そうした若者の「情熱」という、

向こう見ずな勢いがないと、新しい発見などできないのかもしれません。そんな時、私にできることは、

丁寧に怪我の手当てをして、再び研究の場へと送り出すことです。 

 

この保健管理センターの窓から、キャンパスの素晴らしい庭が見えます。ざくろ、柿、梨の木など多く

の植物があり、鳥の鳴き声も聞こえる素晴らしい環境です。この自然の香りを嗅ぐたびに、私の記憶はフ

ラッシュバックし、故郷の長崎にいるような錯覚を覚えます。このようなフラッシュバックは私の日常で

よく起こります。香りをつかさどる嗅覚は、脳の中で他の感覚とは別の部分に伝わります。脳は、情報を

処理する“考える能”（大脳新皮質）と、本能や情動、記憶を司る“感じる能”（大脳辺縁系）に大きく

分かれています。視覚、聴覚、味覚、触覚はまず大脳新皮質に伝わるのに対し、嗅覚だけは大脳辺縁系に

伝わります。よって香りはそのときの感情や記憶と密接に結びついています。脳の中に引き出しがあって、

香りの記憶はその引き出しの中にしまわれていきます。その香りにふと出くわすと「あ、昔、嗅いだこと

がある」と、当時に引き戻されるとともに、そのときの情景までもが蘇ってきます。 

  

私がはじめて、このキャンパスを訪れた時、優雅に自然の香りを楽しむことなどできませんでした。そ

れは採用面接の日のことです。時間に余裕を持ち大岡山駅に到着したのですが、正門に吸い込まれるよう

に入ってしまい、保健管理センターまでの道のりは遠くなってしまいました。どのように線路向こうの建

物に行ったらよいのかわからず右往左往、気持ちは焦る中、面接時間は刻々と迫っていきました。「誰か

助けて！」大学ならば多くの学生さんがいると思っていましたが、その時は閑散としていました。もう駄

目だと諦めかけた時、二人の女子学生らしき姿（日本人ではなく留学生のようでした。）が目に入ってき

ました。すぐ追いかけて保健管理センターの場所を尋ねると、親切に教えてくれました。それから、教え

てくれた保健管理センターまでの道を必死で走りました。「面接に間に合いたい！」という一心でしたが、

無情にも、私の前に急勾配の坂が立ちはだかりました。日頃より運動不足の私には相当きつかったのです

が、火事場の馬鹿力が発揮できたのか、なんとか保健センターに辿り着くことができました。あの時、女

子学生に出会わなかったら…いま私はこうやって保健管理センター年報の原稿を手にすることはなかった

だろうと思います。 

  

それから5 ヶ月、今ではこの自然の恵みを胸いっぱいに感じる余裕も出て来ました。香りを嗅ぐ事によ

り、その時の記憶や感情が蘇る事を「プルースト効果」と言います。プルーストとはフランスの大作家マ

ルセル・プルーストのことで、その半生をかけて執筆した大作「失われた時を求めて」の中で語り手が口

にしたマドレーヌの味をきっかけに幼少期の家族の思い出が蘇る事から、香りによって記憶等が蘇る事を

「プルースト効果」と呼ぶようになったと言います。 

毎朝、豊かな自然に囲まれた東工大キャンパスに出勤してくる度、私はこの「プルースト効果」で、幼少

期の暖かい感情に包まれて保健管理センターに来ることができます。その優しい気持ちに包まれたまま学

生の方と接すると、その背後にいらっしゃる御両親や御家族の姿が頭をよぎることがあります。前職で小

さな子どもとその母親への関わりが多かったためか、この学生さんは幼少の頃、どのように育てられたの
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だろう、ご家族はどのような思いで東工大へ我が子を送り出されているのだろう、など、これまでの幸せ

そうな情景やご苦労に思いを馳せます。学生の方は、生まれてから18 年以上の長い年月、紆余曲折を経

て現在があります。そして未来があります。それぞれが尊い存在であり、貴重な時間を過ごしている学生

の方々です。彼らの若いエネルギーを受けると、こちらまで元気になる気がします。 

一方、保健管理センターに来所される方は、保健管理センターにどのようなイメージを抱かれるのでしょ

うか。何かしらの問題を抱えていらっしゃることが多く、ネガティブな印象が残る方が多いかもしれませ

ん。しかし、こちらでの対応如何によっては、そのイメージを少しでもよい方向へ持っていくことが出来

ると考えます。これから先、保健管理センターを苦い思い出ではなく、よい意味での「プルースト効果」

で思い出していただけるような関わりを心掛けたいと思います。 

  

人生は出会いの積み重ねであると、年を重ねるごとに痛感しています。私が面接日に出会った学生さん、

保健管理センターをはじめとする大学内のスタッフの方々、そして保健管理センターで関わる学生の方々。

面接日に出会った学生さんとの出会いが、私を東工大の看護職へと導いてくれ、素晴らしい環境の中で、

数々の素晴らしい出会いをもたらしてくれています。これからも、一期一会の気持ちを忘れずに、出会い

を大切に積み重ねていこうと思います。今後とも、どうぞよろしくお願い申し上げます。 
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１．保健管理センターの業務概要 

１）業務一覧 

                                                                    

（１） 一般健康診断の実施 

       ＜対象者＞ 

         ＊学生 

     ＊その他 

 ①学部新入生の一般健康診断 

 ②学生の一般定期健康診断 

 ③9月新入学学生の一般健康診断 

（２） 特殊健康診断の実施 

       ＜対象者＞ 

         ＊放射線取扱学生 

     ＊有機溶剤取扱学生 

     ＊特化物などの取扱学生 

 ①学生の特殊健康診断 

 

 

（３） 健康診断の事後措置  

        ＜対象者＞ 

         ＊学生 ＊職員 ＊その他 

 ①再検査の実施（学生のみ） 

  ②医療指導 

  ③生活指導 

（４） 健康相談の実施 

        ＜対象者＞  

         ＊学生 ＊職員 ＊その他 

  ①医療相談 

  ②保健指導 

   

（５） 精神衛生相談の実施 

        ＜対象者＞ 

         ＊学生 ＊職員 ＊その他 

  ①カウンセリング 

  ②医療相談 

（６） 応急処置 

        ＜対象者＞ 

         ＊学生 ＊職員 ＊その他 

  ①傷病者の応急手当 

  ②休養室での看護 

  ③医療機関への紹介 

（７） 検査・計測等の実施 

        ＜対象者＞ 

         ＊学生 ＊職員 ＊その他 

  身体測定（身長,体重）血圧測定 

 尿,視力, 聴力の検査,  

 その他の計測（体脂肪,胸囲,握力等） 

  アルコール体質判定テスト 

  心理テスト 

（８） 学内の環境衛生及び伝染病予防     

      についての指導,援助 
 

（９） 健康管理に関する調査,研究  

（１０）健康に関する教育活動 

         ＜対象者＞ 

         ＊学生 ＊職員 ＊その他 

  ①パンフレットの発行 

  ②保健関係資料の展示 

  ③講演会,講習会,懇談会等の開催 

（１１）その他の業務   ①医療統計の作成 

  ②健康診断証明書の発行 

  ③入試・学事行事における救護待機 

  ④学事行事における救急箱の貸出 

  ⑤その他健康の維持増進についての必要な業務 

 

Ⅰ.「保健管理活動」編 
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２）年間スケジュール 

 

 

 

 

 

 

 

4月 学部新入生健康診断 ① 学部新入生全員　 4月1日〜4月3日 大岡山

在校生一般定期健康診断 ① 在校生全員 4月5日〜4月14日 大岡山

4月25日〜4月28日 すずかけ台

春季学生特殊健康診断 ③ 放射線取扱学生 4月14日, 15日 すずかけ台

4月22日, 25日 大岡山

5月 在校生健康診断再検査 ② 有所見者 5月8日〜5月31日 大岡山

すずかけ台

9月 9月新入学学生健康診断 ① 9月新入学学生 9月28日 大岡山

9月新入生健診再検査 ② 有所見者 10月12日 大岡山

すずかけ台

秋季学生特殊健康診断 ③ 放射線・有機溶剤 10月17日〜10月19日 すずかけ台

特化物等取扱学生

11月7日〜11月8日 大岡山

11月10日〜11月11日

検査項目

① 学生一般定期健康診断 身体測定・視力検査・血圧測定・尿検査・胸部Ｘ線・

問診・カウンセリング（希望者）・内科診察

学部新入生：上記項目と心電図検査・血液検査

修士新入生：上記項目と血液検査

博士新入生：上記項目と血液検査

② 再検査 血圧測定・尿検査

③ 学生特殊健康診断 血液検査・診察（問診）・その他必要な検査
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平成28年度において、保健管理センターが取り扱った延べ件数は表のとおりである。

その他

項　　　　　目 学部学生 大学院生 職　 員 研究生 合　計 　　　備　　考

補佐員

学 部 新 入 生 健 康 診 断 1,135 1,135

学 生 一 般 定 期 健 康 診 断 1,892 3,870 108 5,870

秋入学学生一般定期健康診断 288 148 436

特 殊 健 康 診 断 295 1,381 16 1,692

精 神 科 診 療 362 948 477 23 1,810

カ ウ ン セ リ ン グ 1,381 2,482 203 331 4,397

看 護 対 応 1,116 1,978 448 283 3,825 詳細は看護対応年報参照

健 康 診 断 証 明 書 の 発 行 587 5,431 3 6,021 自動発行機含む

合　　　　計 6,768 16,378 1,128 912 25,186

内 科 等 診 療 954 合計のみ表示

26,140

表１－1　取扱延件数（全体）

総合計
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３）取扱件数 
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その他

項　　　　　目 学部学生 大学院生 職　 員 研究生 合　計 　　　備　　考

補佐員

学 部 新 入 生 健 康 診 断 1,135 1,135

学 生 一 般 定 期 健 康 診 断 1,567 2,159 68 3,794

秋入学学生一般定期健康診断 288 148 436

特 殊 健 康 診 断 215 800 10 1,025

精 神 科 診 療 236 474 319 6 1,035

カ ウ ン セ リ ン グ 1,345 1,760 80 322 3,507

看 護 対 応 1,028 1,275 270 227 2,800 詳細は看護対応年報参照

健 康 診 断 証 明 書 の 発 行 525 2,786 1 3,312 自動発行機含む

合　　　　計 6,051 9,542 669 782 17,044

内 科 等 診 療 483 合計のみ表示

17,527

表1-2　取扱延件数（大岡山）

総合計

 

 

その他

項　　　　　目 学部学生 大学院生 職　 員 研究生 合　計 　　　備　　考

補佐員

学 部 新 入 生 健 康 診 断

学 生 一 般 定 期 健 康 診 断 325 1,711 40 2,076

秋入学学生一般定期健康診断

特 殊 健 康 診 断 80 581 6 667

精 神 科 診 療 126 474 158 17 775

カ ウ ン セ リ ン グ 36 722 123 9 890

看 護 対 応 88 703 178 56 1,025 詳細は看護対応年報参照

健 康 診 断 証 明 書 の 発 行 62 2,645 2 2,709 自動発行機含む

合　　　　計 717 6,836 459 130 8,142

内 科 等 診 療 471 合計のみ表示

8,613

表1-3取扱延件数（すずかけ台）

総合計
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４）看護対応年報 

平成28 年度において、保健管理センター看護職が対応を行った延べ件数は表のとおりである。 

 

 

男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女

279 55 100 21 125 28 164 29 337 96 299 74 73 19 67 16 60 13 35 39 129 67 63 35

男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女

275 54 100 21 125 28 163 29 316 95 297 74 71 19 67 16 60 13 35 29 129 66 63 34

19 4 8 4 11 4 26 4 14 9 20 10 2 0 1 0 5 0 5 1 17 10 5 6

2 10 1 0 0 0 1 1 2 1 0 2 0 0 1 0 0 1 0 0 1 2 1 1

12 2 2 5 10 6 9 2 22 10 16 6 7 5 7 0 2 0 7 4 14 8 5 1

18 3 10 2 12 2 18 3 23 7 23 16 10 4 3 1 7 3 9 6 13 7 5 4

4 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0

6 3 1 0 3 0 4 1 1 3 0 0 1 0 1 0 1 0 1 0 1 2 2 2

336 76 122 32 161 40 221 40 378 125 356 108 91 28 80 17 75 17 57 40 175 95 82 48

男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女

呼 吸 器 21 8 11 7 19 7 16 5 33 14 33 13 12 3 6 1 10 2 5 4 26 13 15 7

消 化 器 9 1 3 3 4 0 1 1 10 4 9 2 1 1 3 3 1 0 7 0 4 6 2 2

循 環 器 10 0 2 0 2 1 3 0 4 0 3 1 1 0 2 0 0 0 0 0 8 0 1 0

そ の 他 170 32 56 4 71 12 98 16 210 45 154 29 42 10 40 7 35 5 8 8 57 21 28 12

計 210 41 72 14 96 20 118 22 257 63 199 45 56 14 51 11 46 7 20 12 95 40 46 21

外 傷 11 1 5 2 1 3 11 2 12 6 7 7 2 0 1 0 3 1 2 2 3 4 4 0

熱 傷 1 0 0 0 1 0 0 0 0 0 1 1 0 0 0 0 0 0 1 0 0 1 0 0

打 撲 ・ 捻 挫 3 2 1 1 3 0 3 0 2 1 5 2 0 0 0 0 1 0 0 0 3 4 3 3

骨 折 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

筋 肉 痛 ・ 関 節 痛 4 0 1 2 3 1 2 0 0 1 2 3 1 0 2 0 1 2 2 1 3 0 1 0

そ の 他 1 0 0 0 0 0 2 0 2 3 1 1 0 0 0 0 0 0 0 0 2 2 0 2

計 20 3 7 5 8 4 18 2 16 12 16 14 3 0 3 0 5 3 5 3 11 11 8 5

6 0 5 0 4 0 7 1 6 3 10 4 2 1 0 0 1 1 2 3 6 2 3 3

4 2 1 0 1 0 2 1 0 1 1 0 0 0 1 1 0 0 1 0 1 1 1 0

2 0 2 0 2 0 0 0 4 0 1 1 1 1 4 0 1 0 1 0 2 1 0 1

3 0 0 1 2 0 0 0 0 0 2 0 1 1 1 0 0 0 2 2 1 0 1 0

0 1 0 0 0 1 0 0 0 5 0 3 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 3 0 1 0 1 0

2 4 0 0 3 0 1 0 2 1 9 0 1 0 2 0 0 0 0 3 1 3 1 1

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 1 0 1 0 0 1 3 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 1 0 1

0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 4 3 1 1

男 女 　

236 100

計 336

ベ ッ ド 休 養 117

そ の 他 11

外国人
（職員、留学生を含む）

休 養 件 数

精 神 科 系 34

内 分 泌 ・ 代 謝 系 0

歯 科 系 9

腎 ・ 泌 尿 器 系 17

婦 人 科 系 11

脳 ・ 神 経 科 系 6

皮 膚 科 系 70

眼 科 系 19

耳 鼻 咽 喉 科 系 24

外
科
系

90

6

37

1

32

16

182

職員 その他
計

性別

内
科
系

291

77

38

1170

1576

M1 M2 D1 D2 D3 研究生

そ の 他 33

計 2800

利用者の疾患

年次 B1 B2 B3 B4

投 薬 162

病 院 案 内 209

パ ッ チ テ ス ト 5

性別

健 康 相 談 2179

応 急 処 置 185

救 急 要 請 27

D2 D3 研究生 職員 その他
計

2223
看護対応（延べ）

年次 B1 B2 B3 B4 M1 M2 D1

92 83 73 74 196 98

計性別

来 所 者 数

計 334 121 153 193 433 373

D1 D2 D3 研究生 職員 その他

利用者(実人員)

年次 B1 B2 B3 B4 M1 M2

表2－1 看護対応年報（大岡山） 
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男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女

0 0 1 0 3 2 28 12 165 72 181 81 36 26 40 14 59 24 15 9 61 91 18 4

男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女

0 0 1 0 3 2 28 12 167 72 179 82 36 26 41 13 60 25 15 9 61 91 18 4

0 0 1 0 0 0 2 1 8 7 20 8 2 3 2 0 8 1 0 2 6 12 6 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 1 1 0 0 2 0 0 0 1 0 1 1 0 0

0 0 1 0 1 1 3 4 25 10 14 8 2 2 6 3 5 3 2 1 4 8 3 0

0 0 0 0 0 1 7 3 34 12 22 11 3 1 8 2 13 6 9 2 9 6 7 1

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 1 0 0 0

0 0 0 0 0 0 5 3 42 14 59 19 14 5 12 3 13 3 3 2 11 1 1 0

0 0 3 0 4 4 45 23 276 116 295 129 57 37 71 21 100 38 30 16 93 119 35 5

男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女

呼 吸 器 0 0 0 0 1 0 7 4 39 13 31 12 6 6 10 2 13 3 2 1 6 12 2 1

消 化 器 0 0 0 0 2 2 1 1 14 10 13 7 1 1 2 3 6 4 1 2 2 10 2 0

循 環 器 0 0 0 0 0 0 0 1 5 2 3 0 0 0 2 0 5 0 0 0 0 4 0 1

そ の 他 0 0 0 0 0 0 1 0 19 4 14 3 3 1 2 1 4 1 0 0 10 7 1 0

計 0 0 0 0 3 2 9 6 77 29 61 22 10 8 16 6 28 8 3 3 18 33 5 2

外 傷 0 0 1 0 0 0 0 0 6 4 9 2 0 0 2 0 3 0 2 2 3 4 4 0

熱 傷 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0

打 撲 ・ 捻 挫 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 3 3 1 0 1 0 1 1 0 0 2 3 1 0

骨 折 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

筋 肉 痛 ・ 関 節 痛 0 0 0 0 0 0 1 1 3 4 8 5 0 2 2 0 2 1 0 0 2 3 0 0

そ の 他 0 0 0 0 0 0 1 0 1 2 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0

計 0 0 1 0 0 0 2 1 10 11 21 10 1 2 5 0 6 2 2 2 9 10 5 0

0 0 0 0 0 0 2 0 10 3 5 5 1 3 1 0 4 1 2 1 1 6 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 4 1 1 1 0 0 1 0 0 0 0 0 1 1 1 0

0 0 0 0 0 0 0 0 1 1 7 3 1 1 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 1 0 0 0 6 0 7 0 2 0 1 1 0 0 1 0 1 0 0

0 0 0 0 0 0 1 0 3 0 1 2 0 0 2 0 0 3 0 0 2 1 0 0

0 1 0 0 0 0 2 0 3 0 1 0 0 0 1 0 1 2 0 0 1 1 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 1 2 0 1 1 0 0 0 1 0 2 0 0 2 2 0

0 0 0 0 0 0 2 0 9 1 7 3 1 0 0 1 0 0 0 0 11 11 0 0

男 女 　

131 119

計

利用者(実人員)

年次 B1 B2 B3 B4 M1 M2

計性別

来 所 者 数

計 0 1 5 40 237 262

D1 D2 D3 研究生 職員 その他

D2 D3 研究生 職員 その他
計

942
看護対応（延べ）

年次 B1 B2 B3 B4 M1 M2 D1

62 54 83 24 152 22

投 薬 106

病 院 案 内 157

パ ッ チ テ ス ト 2

性別

健 康 相 談 945

応 急 処 置 89

救 急 要 請 8

そ の 他 210

計 1517

利用者の疾患

年次 B1 B2 B3 B4 職員 その他
計

性別

内
科
系

171

84

23

71

349

M1 M2 D1 D2 D3 研究生

皮 膚 科 系 45

眼 科 系 11

耳 鼻 咽 喉 科 系 15

外
科
系

42

1

17

0

34

6

100

精 神 科 系 13

内 分 泌 ・ 代 謝 系 2

歯 科 系 12

腎 ・ 泌 尿 器 系 0

婦 人 科 系 20

脳 ・ 神 経 科 系 15

ベ ッ ド 休 養 60

そ の 他 46

外国人
（職員、留学生を含む）

休 養 件 数

247

表2－2 看護対応年報（すずかけ台） 
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５）処方箋発行枚数 

平成28 年度において、保健管理センターが取り扱った処方箋枚数は表のとおりである。 

表3-1 処方箋枚数(大岡山) 

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 年間
学生 4 11 9 7 7 1 12 16 5 9 7 7 95

内科 職員 0 2 3 1 1 2 2 1 1 5 1 1 20
　計 4 13 12 8 8 3 14 17 6 14 8 8 115
学生 15 21 22 22 12 9 10 17 29 17 16 17 207

神経科･精神科 職員 0 2 1 0 0 0 0 0 0 1 1 0 5
　計 15 23 23 22 12 9 10 17 29 18 17 17 212
学生 0 0 1 0 0 0 1 0 0 0 0 0 2

外科・整形外科 職員 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 1
　計 0 0 1 1 0 0 1 0 0 0 0 0 3
学生 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

眼科 職員 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
　計 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
学生 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 1

皮膚科他 職員 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 1
　計 0 0 0 0 0 0 0 1 1 0 0 0 2
学生 19 32 32 29 19 10 23 33 35 26 23 24 305

合計 職員 0 4 4 2 1 2 2 2 1 6 2 1 27
　計 19 36 36 31 20 12 25 35 36 32 25 25 332

 

 

表3-1 処方箋枚数(すずかけ台) 

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 年間
学生 9 21 5 9 5 14 15 8 7 5 6 0 104

内科 職員 6 7 2 3 5 5 2 12 4 2 6 0 54
　計 15 28 7 12 10 19 17 20 11 7 12 0 158
学生 12 22 30 17 18 25 27 44 44 50 35 0 324

神経科･精神科 職員 2 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 3
　計 14 22 30 18 18 25 27 44 44 50 35 0 327
学生 0 0 2 1 0 2 0 1 0 0 1 0 7

外科・整形外科 職員 0 0 0 2 0 1 1 0 1 0 0 0 5
　計 0 0 2 3 0 3 1 1 1 0 1 0 12
学生 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 1

眼科 職員 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 2
　計 1 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 3
学生 0 4 3 0 1 1 0 0 0 1 1 0 10

皮膚科他 職員 0 3 0 0 0 0 0 2 0 0 0 0 5
　計 0 7 3 0 1 1 0 2 0 1 1 0 15
学生 21 47 40 27 24 41 43 53 51 56 43 0 446

合計 職員 9 10 2 6 5 7 3 14 5 2 6 0 69
　計 30 57 42 33 29 48 46 67 56 58 49 0 515
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６）救護活動 

事　項 時　期 場　所 従事者

すずかけ祭 平成28年5月 本　学 看護職2名

学部等編入学試験 平成28年6月 本　学 看護職1名

オープンキャンパス 平成28年7月 本　学 医師1名・看護職1名

大学院修士課程
専門職学位課程入学試験

平成28年8月 本　学 医師1名・看護職1名

職員採用試験 平成28年8月 本　学 看護職1名

工大祭 平成28年10月 本　学 看護職2名

大学入試センター試験 平成29年1月 本　学 医師3名・看護職3名

ＡＯ入試 平成29年2月 本　学 医師1名・看護職1名

学部前期入学試験 平成29年2月 本　学 医師3名・看護職3名

学部後期入学試験 平成29年3月 本　学 医師1名・看護職1名

 

７）保健・健康指導 

事　項 時　期 場　所 従事者および参加者
看護職２名
学生28名、職員その他9名　計37名
看護職2名
職員31名　

西8号館10階
情報理工学研究科

すずかけホール3階
ラウンジ

普通救命講習会（すずかけ台） 平成28年9月

普通救命講習会（大岡山） 平成28年10月

８）保健管理研究集会・研修 

事　項 時　期 場　所 従事者

医師3名・カウンセラー1名

看護職1名

第54回全国大学保健管理協会 医師3名・カウンセラー2名
関東甲信越地方部会研究集会 看護職1名

第38回全国大学メンタルヘルス学会
第32回日本精神衛生学会
第20回日本学校メンタルヘルス学会
三学会合同大会

平成28年12月 一橋大学一橋講堂 医師2名・カウンセラー2名

第19回フィジカルヘルスフォーラム 平成29年3月 長崎大学医学部良順会館 医師2名・カウンセラー１名

平成28年7月 キッセイ文化ホール

第54回全国大学保健管理研究集会 平成28年10月 大阪国際会議場

 

９）カウンセリング懇談会 

事　項 時　期 場　所 従事者および参加者

第68回カウンセリング懇談会 医師3名・カウンセラー2名

（大岡山） 教職員34名・看護職1名

第69回カウンセリング懇談会
（すずかけ台）

Ｊ2棟20階
中会議室

医師2名・カウンセラー3名
教職員18名・看護職1名

平成28年8月
西8号館１０階

情報理工学研究科大会議室

平成29年3月
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２．健康診断 

１）学生一般定期健康診断 

（１）学生一般定期健康診断の実施から事後措置までの流れ 

 

 

 

 

デジタル撮影 異 常 な し

（外　　注） 要経過観察 内科医による診察（一部）

一 自動血圧計 異 常 な し 異 常 な し

による測定 要経過観察 内科医による診察（一部）

般

健

康 試験紙に 異 常 な し 異 常 な し

よる検査 要再検査 要経過観察

診 （外　　注） （早朝尿）

断

心電図検査 自動解析装置 異 常 な し

（学部新入生） による検査 要経過観察

（外　　注） 内科医による

診　　察

異 常 な し

要経過観察 内科医による診察（一部）

外部医療機関

外部医療機関

要精密検査

血圧測定

尿検査

要再検査

要精密検査 外部医療機関

胸部Ｘ線検査

外部医療機関

外部医療機関

要精密検査

血液検査 （外注）

要精密検査

要精密検査



15 

 

 

 

 

1
6

1
5

1
4

1
3

過
1
6

1
5

過
1
6

1
5

1
4

過
1
6

1
5

1
4

1
3

〔
注

〕
　

血
圧

・
検

尿
異

常
者

に
つ

い
て

は
下

記
を

異
常

値
と

し
て

集
計

し
た

も
の

で
あ

る

　
　

　
　

高
血

圧
：
最

高
血

圧
1
4
0
以

上
ま

た
は

最
低

9
0
以

上

　
　

　
　

低
血

圧
：
最

高
血

圧
7
9
以

下

　
　

　
　

尿
→

蛋
白

・
糖

・
潜

血
（
±

）
以

上

表
4-
1
　
平
成
2
8
年
度
学
生
一
般
定
期
健
康
診
断
実
施
状
況

受
診

者
数

1
,
1
3
5

4
9
8

5
4
0

7
5
8

9
6

3
,
0
2
7

1
,
4
3
9

1
,
4
2
5

1
4
,
7
8
0

1
,
5
4
5

1
,
7
4
2

3
2
1

3
,
6
0
8

2
5
3

学
生

数
1
,
1
3
5

1
8
4

4
2
8

3
7
3

3
9
3

1
,
4
4
7

9
,
8
3
5

修
　

　
　

　
　

　
　

　
士

博
　

　
　

　
　

　
　

　
士

正
規

学
生

合
計

研
究

生
そ

の
他

総
合

計
年
度
生

年
度
生

年
度
生

合
　

計

学
部

等
学

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
士

1
0
,
0
2
0

年
度
生

年
度
生

年
度
生

年
度
生

合
　

計
合

　
計

年
度
生

年
度
生

年
度
生

合
　

計
年
度
生

検
査
項
目
等

年
度
生

年
度
生

年
度
生

年
度
生

年
度
生

8
3

1
,
1
1
1

1
,
1
3
9

1
,
1
2
9

2
6
6

9
6

4
1

1
0
7

1
7
,
0
0
5

受
診

率
（

%
）

1
0
0
.
0

4
4
.
8

4
7
.
4

6
7
.
1

3
6
.
1

8
1
9

6
,
8
9
7

5
5

5
0

1
1

1
8
7

3
,
0
5
1

1
9
6

2
6
4

2
2
5

1
3
4

6
9
.
9

胸 部 Ⅹ 線 検 査

受
診

者
数

1
,
1
3
5

4
9
8

5
4
0

7
5
7

9
6

3
,
0
2
6

1
,
4
3
9

5
2
.
1

2
5
.
0

1
0
0
.
0

5
8
.
2

1
0
0
.
0

6
1
.
7

6
0
.
3

3
4
.
1

5
6
.
6

7
0
.
1

6
6
.
3

6
3
.
3

9
3
.
1

8
1
.
8

5
8
.
3

8
4
.
6

7
7
.
5

1
1
0
7

1
6
,
9
9
9

異 常 者 数

要
医

療
2

0
0

1
3
4

8
1
5

6
,
8
9
1

5
5

5
0

1
1
,
4
2
4

1
8
7

3
,
0
5
0

1
9
3

2
6
3

2
2
5

0
0

1
4

要
観

察
1
8

9
1
0

1
2

2
5
1

1
4

0
0

0
6

1
0

0
2

3
3

0
5

3
2

1

1
5

2

0
0

7
4

1
5

1
4
4

1
5
6

3
5

3
3

5
7
3

3

0

1
0

1
3
1

7
2

1
2

1
3
0

1
0

3
2

3
1

4
6
7

2
1

1
4
5

血  圧  測  定

受
診

者
数

1
,
1
3
5

4
9
8

5
4
0

7
5
8

9
6

3
,
0
2
7

1
,
4
3
9

0
0

0
1

0
1

計
2
0

9
0

1
1
0
7

1
7
,
0
0
5

異 常 者 数

高
血

圧
1
4
2

4
6

5
3

1
3
4

8
1
9

6
,
8
9
7

5
5

5
0

1
1
,
4
2
5

1
8
7

3
,
0
5
1

1
9
6

2
6
4

2
2
5

1
1

1
6
7
6

低
血

圧
1

0
1

2
5
4

1
5

6
6
4

5
5

0
1

2
5
3

1
5

2
8

2
5

2
0

8
8

6
9

1
3

3
2
3

1
2
6

1
1
2

1
5

計
1
4
3

4
6

5
3

1

6
9

1
3

0
0

1
0

9
3

2
,
9
6
2

2
1
7

3
0

0
0

2
0

1
1

0
0

1
0

0

6
7
9

0
0

0

6
0

1
1
2

1
2
8

2
5

2
0

8
8

6
6
6

5
3
2
4

1
2
7

1
1
2

1
5

1
4
8

1
0
3

1
6
,
8
2
3

蛋
白

4
6

3
0

3
2

1
3
2

7
9
6

6
,
7
1
9

5
2

4
9

1
1
,
3
8
4

1
7
7

2
,
9
6
1

1
9
2

2
5
5

1
5
5

5
0

3
3
5

糖
8

2
0

7
2

1
9

3
3
0

2
3

0

1
,
4
0
0

0
1
3
9

9
9

1
9

6
4
3

0
0

1
0

6
9

6
4

6

潜
血

1
0

1
0

9
1
5
0

3
4
6

2
9

3
9

5
7
3

8

6
0

0
1
3

2
2
9

1
9

1
8

2
8

1
4

2
0

0
5

0
6

9
8

3
1

尿 　 検 　 査

受
診

者
数

1
,
1
0
5

4
9
2

5
2
5

7
4
7

4
2

0
0

5
4
1

0
1

8
7

2
1
7

2
3

1
1

0
5
3
2

7
9

5
2
1

5

1
5

2

3
4

6

異 常 者 数

学
士

課
程

新
入

生
　

心
電

図
検

査
受

診
者

数
　

1
1
1
8
名

計
6
4

4
2

4
1

5
6

1
0

2
1
3

1
0
6

1
1
0

 

（２）学生一般定期健康診断 実施状況 
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人数 率 人数 率 人数 率 人数 率 人数 率
要精査 8 0.7% 5 0.3% 0 0.0% 0 0.0% 13 0.5%
要観察 31 2.7% 34 2.4% 5 2.6% 0 0.0% 70 2.5%
基準値 1095 96.6% 1400 97.3% 191 97.4% 34 100.0% 2720 97.0%
要精査 4 0.4% 6 0.4% 1 0.5% 0 0.0% 11 0.4%
要観察 14 1.2% 15 1.0% 11 5.6% 2 5.9% 42 1.5%
基準値 1116 98.4% 1418 98.5% 184 93.9% 32 94.1% 2750 98.1%
要精査 1 0.1% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 1 0.0%
要観察 19 1.7% 28 1.9% 2 1.0% 0 0.0% 49 1.7%
基準値 1114 98.2% 1411 98.1% 194 99.0% 34 100.0% 2753 98.2%
要精査 10 0.9% 4 0.3% 1 0.5% 1 2.9% 16 0.6%
要観察 61 5.4% 55 3.8% 13 6.6% 1 2.9% 130 4.6%
基準値 1063 93.7% 1380 95.9% 182 92.9% 32 94.1% 2657 94.8%
要精査 2 0.2% 9 0.6% 6 3.1% 0 0.0% 17 0.6%
要観察 44 3.9% 58 4.0% 15 7.7% 0 0.0% 117 4.2%
基準値 1088 95.9% 1372 95.3% 175 89.3% 34 100.0% 2669 95.2%
要精査 4 0.4% 6 0.4% 1 0.5% 1 2.9% 12 0.4%
要観察 31 2.7% 31 2.2% 6 3.1% 1 2.9% 69 2.5%
基準値 1099 96.9% 1402 97.4% 189 96.4% 32 94.1% 2722 97.1%
要精査 20 1.8% 7 0.5% 4 2.0% 0 0.0% 31 1.1%
要観察 66 5.8% 67 4.7% 10 5.1% 1 2.9% 144 5.1%
基準値 1048 92.4% 1365 94.9% 182 92.9% 33 97.1% 2628 93.8%
要精査 4 0.4% 7 0.5% 3 1.5% 0 0.0% 14 0.5%
要観察 7 0.6% 16 1.1% 2 1.0% 0 0.0% 25 0.9%
基準値 1123 99.0% 1416 98.4% 191 97.4% 34 100.0% 2764 98.6%
要精査 9 0.8% 22 1.5% 10 5.1% 0 0.0% 41 1.5%
要観察 78 6.9% 109 7.6% 14 7.1% 2 5.9% 203 7.2%
基準値 1047 92.3% 1308 90.9% 172 87.8% 32 94.1% 2559 91.3%
要精査 4 0.4% 3 0.2% 0 0.0% 0 0.0% 7 0.2%
要観察 78 6.9% 112 7.8% 20 10.2% 3 8.8% 213 7.6%
基準値 1052 92.8% 1324 92.0% 176 89.8% 31 91.2% 2583 92.2%
要精査 34 3.0% 40 2.8% 10 5.1% 0 0.0% 84 3.0%
要観察 94 8.3% 129 9.0% 20 10.2% 1 2.9% 244 8.7%
基準値 1006 88.7% 1270 88.3% 166 84.7% 33 97.1% 2475 88.3%
要精査 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0%
要観察 2 0.2% 3 0.2% 2 1.0% 0 0.0% 7 0.2%
基準値 1132 99.8% 1436 99.8% 194 99.0% 34 100.0% 2796 99.8%

血液検査受診者数 2803名

1134名

1439名

 196名

  34名

表4-2　平成28年度学生一般定期健康診断　血液検査結果　[重複あり]

判定
学士１年生

博士１年生

編入学・転入学・再入学生

学士１年生

修士１年生

編入学・転入学
再入学

修士１年生 博士１年生 計

クレアチニン

赤血球

ヘモグロビン

ヘマトクリット

白血球

ＨＤＬコレステロール

尿酸

検査項目

血小板

ＧＯＴ

ＧＰＴ

γ－ＧＴＰ

ＬＤＬコレステロール

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）学生一般定期健康診断 血液検査結果 
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〔注〕　血圧・検尿異常者については下記を異常値として集計したものである

　　　　高血圧：最高血圧140以上または最低90以上

　　　　低血圧：最高血圧79以下

表4-4　平成28年度10月学生一般定期健康診断実施状況
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（５）９月新入学学生一般健康診断 実施状況 
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人数 率 人数 率 人数 率 人数 率 人数 率
要精査 0 0.0% 5 3.0% 3 2.7% 0 0.0% 8 2.8%
要観察 0 0.0% 7 4.2% 4 3.6% 0 0.0% 11 3.8%
基準値 0 0.0% 155 92.8% 103 93.6% 11 100.0% 269 93.4%
要精査 0 0.0% 2 1.2% 1 0.9% 0 0.0% 3 1.0%
要観察 0 0.0% 11 6.6% 6 5.5% 0 0.0% 17 5.9%
基準値 0 0.0% 154 92.2% 103 93.6% 11 100.0% 268 93.1%
要精査 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0%
要観察 0 0.0% 5 3.0% 3 2.7% 0 0.0% 8 2.8%
基準値 0 0.0% 162 97.0% 107 97.3% 11 100.0% 280 97.2%
要精査 0 0.0% 3 1.8% 3 2.7% 0 0.0% 6 2.1%
要観察 0 0.0% 7 4.2% 7 6.4% 1 9.1% 15 5.2%
基準値 0 0.0% 157 94.0% 100 90.9% 10 90.9% 267 92.7%
要精査 0 0.0% 0 0.0% 3 2.8% 1 9.1% 4 1.4%
要観察 0 0.0% 11 6.6% 4 3.6% 0 0.0% 15 5.2%
基準値 0 0.0% 156 93.4% 102 92.7% 10 90.9% 268 93.1%
要精査 0 0.0% 4 2.4% 1 0.9% 0 0.0% 5 1.7%
要観察 0 0.0% 5 3.0% 4 3.6% 0 0.0% 9 3.1%
基準値 0 0.0% 158 94.6% 105 95.5% 11 100.0% 274 95.1%
要精査 0 0.0% 7 4.2% 11 10.0% 0 0.0% 18 6.3%
要観察 0 0.0% 9 5.4% 4 3.6% 1 9.1% 14 4.9%
基準値 0 0.0% 151 90.4% 95 86.4% 10 90.9% 256 88.9%
要精査 0 0.0% 2 1.2% 1 0.9% 0 0.0% 3 1.0%
要観察 0 0.0% 7 4.2% 9 8.2% 0 0.0% 16 5.6%
基準値 0 0.0% 157 94.6% 100 90.9% 11 100.0% 268 93.4%
要精査 0 0.0% 3 1.8% 9 8.2% 0 0.0% 12 4.2%
要観察 0 0.0% 18 10.8% 9 8.2% 0 0.0% 27 9.4%
基準値 0 0.0% 146 87.4% 92 83.6% 11 100.0% 249 86.5%
要精査 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0%
要観察 0 0.0% 10 6.0% 6 5.5% 0 0.0% 16 5.6%
基準値 0 0.0% 157 94.0% 104 94.5% 11 100.0% 272 93.1%
要精査 0 0.0% 6 3.6% 13 11.8% 0 0.0% 19 6.6%
要観察 0 0.0% 23 13.8% 10 9.1% 2 18.2% 35 12.2%
基準値 0 0.0% 138 82.6% 87 79.1% 9 81.8% 234 81.3%
要精査 0 0.0% 0 0.0% 1 0.9% 0 0.0% 1 0.3%
要観察 0 0.0% 7 4.2% 4 3.6% 0 0.0% 11 3.8%
基準値 0 0.0% 160 95.8% 105 95.5% 11 100.0% 276 95.8%

血液検査受診者数 288名
学士１年生 0名
修士１年生 167名
博士１年生 110名

編入学・転入学・再入学生 11名

尿酸

学士１年生 修士１年生 博士１年生
編入学・転入学

再入学検査項目 判定

表4-5　平成28年度10月新入学学生一般健康診断　血液検査結果[重複あり]

クレアチニン

赤血球

ヘモグロビン

ヘマトクリット

白血球

血小板

ＧＯＴ

ＧＰＴ

γ－ＧＴＰ

ＬＤＬコレステロール

ＨＤＬコレステロール

計

 

 

 

 

（６）９月新入学学生一般健康診断 実施状況 血液検査結果 
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2)学生特殊健康診断 

 

 学生（学士課程４年生、大学院課程生）、研究生等を対象として、放射性同位元素等による放射線障害

の防止に関する法律および国立大学法人東京工業大学における学生等の安全衛生管理に関する暫定措置を

定める規則に則り、特殊健康診断を実施した。 

 

（１）実施日時 

春季 

大岡山地区 

2016 年4 月22 日、25 日   9：30～11：30、13：00～15：30 

すずかけ台地区 

2016 年4 月14 日、15 日   9：30～11：30、13：00～15：30 

秋季 

大岡山地区 

 2016 年11 月7 日         13：00～16：00 

     11 月8 日、10 日、11 日   9：30～11：30、13：00～16：00 

すずかけ台地区 

2016 年10 月17 日～19 日     9：30～11：30、13：00～15：30 

 

（２）実施から事後措置までの流れ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

血液検査 

尿検査 

その他の検査 

医師による問診 

（外部委託） 

学校医面談 

異常なし 

要注意 

要経過観察 

要精密検査 

要治療 

外部医療機関 
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（３）受診者数（健診日別） 

地区 健診日 受診者数 健診対象部局
4/22（金） 234 理学院、工学院、先導原子力研究所

大岡山 4/25（月） 97 生命理工学院、物質理工学院　その他
小計 331

春季 4/14（木） 114 生命理工学院、化学生命科学研究所
すずかけ台 4/15（金） 114 理学院、工学院、物質理工学院　その他

小計 228
合計 559

11/7（月） 57 物質理工学院応用化学系
11/8（火） 249 女子、物質理工学院応用化学系

大岡山 11/10（木） 203 理学院、生命理工学院、先導原子力研究所
11/11（金） 195 工学院、物質理工学院材料系、その他

小計 704
秋季 10/17（月） 111 未来研、ﾌﾛﾝﾃｨｱ材料研、化学生命科学研

10/18（火） 167 女子、理学院、工学院、物質理工学院
10/19（水） 143 生命理工学院　その他

小計 421
合計 1125

大岡山 11
個人 すずかけ台 0

合計 11
大岡山 1046

年間 すずかけ台 649
総計 1695

すずかけ台

 

 

（４）受診者数（身分別・本務地別） 

地区 学士課程生 大学院課程生 研究生等 合計
大岡山 54 259 4 317

春季 すずかけ台 26 215 1 242
合計 80 474 5 559

大岡山 161 530 6 697
秋季 すずかけ台 54 366 5 425

合計 215 896 11 1122
大岡山 0 11 0 11

個人 すずかけ台 0 0 0 0
合計 0 11 0 11

大岡山 215 800 10 1025
年間 すずかけ台 80 581 6 667

総計 295 1381 16 1692  

 

健診日別受診者数と身分別受診者数が異なるのは、2 日間にわたって（電離放射線健診を別の日に）受診

した人が3 名いたためである。 
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（５）受診者延数（健診項目別、本務地別） 

大岡山 すずかけ台 合計
春季 電離放射線 317 242 559

電離放射線 256 176 432
有機溶剤 523 311 834
鉛 6 2 8
四アルキル鉛 0 0 0

秋季 特定化学物質 314 208 522
高気圧 0 0 0
じん肺 18 9 27
石綿 0 0 0

個人 電離放射線 11 0 11

健診項目

 

 

（６）健診結果 

　春季

健診項目 異常なし 要注意 要観察 要精検 治療中
大岡山 317 279 10 27 1 0
すずかけ台 242 211 9 19 3 0
個人受診 5 5 0 0 0 0

計 564 495 19 46 4 0

　秋季

健診項目 異常なし 要注意 要観察 要精検 治療中
大岡山 256 215 11 28 2 0
すずかけ台 176 157 7 12 0 0
個人受診 6 4 1 1 0 0

計 438 376 19 41 2 0
大岡山 523 496 9 12 6 0

有機溶剤 すずかけ台 311 294 3 10 4 0
計 834 790 12 22 10 0

大岡山 18 18 0 0 0 0
じん肺 すずかけ台 9 9 0 0 0 0

計 27 27 0 0 0 0
大岡山 9 9 0 0 0 0

鉛 すずかけ台 5 5 0 0 0 0
計 14 14 0 0 0 0

大岡山 314 267 2 27 18 0
特定化学物質 すずかけ台 208 169 5 21 13 0

計 522 436 7 48 31 0

電離放射線

健診結果
地区 受診者延数

地区 受診者数
健診結果

電離放射線

 



24 

 

（７）学校医面談結果 

  

健診結果が要精検の人および健診時診察の有所見者など学校医が必要と判断した人に面談をした。 

　春季
地区 判定区分 該当者数 面談者数

大岡山 要精検 1 1 異常なし　　　1
要精検 3 3 病院再検査指示　　2

すずかけ台 （回答1　異常なし　1）
経過観察　　　1

　要精検・要観察の内訳（重複あり）
大岡山 要精検　1 白血球数減少（＜3000） 1

要精検　3 白血球数減少（＜3000） 1
白血球百分率異常（骨髄球） 1
白血球百分率異常（異型ﾘﾝﾊﾟ球） 3

　電離放射線に起因する所見はなく、いずれも日常生活状況による所見であった。

面談結果

すずかけ台

 

　秋季
地区 判定区分 該当者数 面談者数

要精検 21 19 病院受診指示   13
（回答6　脂肪肝 1、経過観察 5）
経過観察 4、　異常なし 2

大岡山 要観察 4 4 病院受診指示 1(回答　異常なし 1）
経過観察  3

要注意 9 8 病院受診指示 1(回答　異常なし 1）
経過観察　3、　異常なし 4

要精検 13 13 通院中(肝機能）1
病院受診指示　10
（回答2　経過観察2　）

すずかけ台 経過観察　1、　異常なし　1
要観察 4 4 病院受診指示　 1

経過観察　1、　異常なし　2
要注意 7 7 経過観察　4、　異常なし　3

　要精検・要観察の内訳（重複あり）
要精検   21 白血球百分率異常 2

肝機能(GOT,GPT,γ-GTP)異常（軽度） 10
肝機能(ALP,BIL)異常（軽度） 6
尿蛋白陽性（3+） 1

大岡山 尿蛋白陽性（2+） 2
尿代謝産物(分布2） 2

要観察    4 白血球数増加（＞13000） 2
尿代謝産物(分布2,3） 2

要注意　　9 胸部レントゲン 1
所見 8

要精検   13 尿蛋白陽性（2+） 2
肝機能(GOT,GPT,γ-GTP)異常 8
肝機能(BIL)異常（軽度） 3

すずかけ台 要観察　　4 白血球百分率異常（軽度） 1
所見 3
尿代謝産物(分布2） 1

要注意　　7 所見 7
研究使用物質に起因する所見はなく、いずれも日常生活状況による所見であった。

面談結果

 



25 

 

３．平成 28 年度保健管理センターの取組み 

 

平成28 年4 月から平成29 年3 月までに行った取組みについてご紹介します。 

 

１）女子学生のヘルスケア充実に向けての取り組み 

在学している女子学生のグループを対象に、ヘルスケアニーズを拾い上げるためのフランクな

談笑会を開き、そこで得られた情報をもとにした小規模アンケートをWeb 上で実施しました。

その結果、女子に特化した生理用品の購入場所の問題や、学生が使用できる休養室の周知につ

いての問題が浮き彫りになり、解決策の検討を進めました。後者については、現在進行形で調

整中ですが、前者については大岡山、すずかけ台の図書館トイレ内に生理用ナプキンの自動販

売機を設置しました。 

 

２）待合スペースの整備 

大岡山保健管理センターにある1 階の待合スペースには、これまで健康に関連した書籍が閲覧

用に置かれていましたたが、来所者の気持ちが和むような図書を置くことを試みた結果、動物

や風景の写真集が好まれて手に取られていたことが分かりました。この様子を受けて、学内の

研究室に眠っている写真集などの提供を依頼したところ、建築や風景に関する図書が多く集ま

りました。これらの図書を時折変えることで、より居心地の良い待合スペースが提供できるよ

う環境整備を行いました。 
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３）防災訓練における救護体制の整備 

例年行われている防災訓練（個別訓練）として、H28 年は大岡山地区で救護所の立上げ訓練を

実施しました。 

1. 日 時： 平成28 年11 月9 日（水）13:20～13:40 

2. 場 所： 大岡山キャンパス 図書館前 

3. 内 容： 救急衛生対策班に含まれる学生支援課職員と協力し、保健管理センターから

防災備品を運び出し、図書館前に救護所を立ち上げました。今年はより実践に即した訓

練を行うよう訓練内容を見直し初動体制の確認を行ったことで、今後の課題を明確にす

ることができました。 
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Ⅱ.「保健管理センターの概要」編 

1. 保健管理センターのしおり 2016 

2.  

3.  
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2.東京工業大学保健管理センター規則 

○東京工業大学保健管理センター規則 

平成16 年4 月1 日 

規則第76 号 

(趣旨) 

第1 条 この規則は，国立大学法人東京工業大学組織運営規則(平成27 年規則第81 号。以下「組織運

営規則」という。)第30 条第4 項の規定に基づき，東京工業大学保健管理センター(以下「センター」

という。)の組織及び運営等に関し必要な事項を定めるものとする。 

(目的) 

第2 条 センターは，東京工業大学(以下「本学」という。)における保健管理に関する専門的業務を行い，

学生及び職員の健康の保持増進を図ることを目的とする。 

(業務) 

第3 条 センターにおいては，次の業務を行う。 

一 保健管理に関する実施計画の企画及び立案 

二 定期及び臨時の健康診断の実施 

三 健康相談及び健康指導 

四 メンタルヘルス相談 

五 心理カウンセリング 

六 学内の環境衛生及び感染症の予防についての指導及び援助 

七 救急処置 

八 労働安全衛生への協力 

九 保健衛生に関する啓発活動及び調査研究 

十 その他健康の保持増進についての必要な専門的業務 

2 前項に掲げるもののほか，センターは関係部局等からの要請に応じ，医療技術の提供を行うことがで

きる。 

(すずかけ台分室) 

第3 条の2 センターに，すずかけ台分室を置く。 

(組織) 

第4 条 センターに，次の職員を置く。 

一 センター長 

二 教授 

三 准教授 

四 講師 

五 学校医 

六 事務職員(医療職を含む。) 

七 その他必要な職員 

(センター長) 

第5 条 センター長は，本学の専任の教授をもって充てる。 

2 センター長は，センターの業務を総括する。 

(センター長の選考及び任期) 

第6 条 センター長は，学長が選考する。 

2 センター長の選考は，次のいずれかに該当する場合に行う。 

一 センター長の任期が満了するとき。 

二 センター長が辞任を申し出たとき。 

三 センター長が欠員になったとき。 

http://www.somuka.titech.ac.jp/reiki_int/reiki_honbun/x385RG00000442.html#l000000000
http://www.somuka.titech.ac.jp/reiki_int/reiki_honbun/x385RG00001061.html?id=j30_k4
http://www.somuka.titech.ac.jp/reiki_int/reiki_honbun/x385RG00001061.html?id=j30_k4
http://www.somuka.titech.ac.jp/reiki_int/reiki_honbun/x385RG00000442.html#e000000036
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3 センター長の選考は，前項第1 号に該当する場合は，任期満了の日の1 か月前までに，前項第2 号

又は第3 号に該当する場合は，速やかにこれを行う。 

4 センター長の任期は，2 年とし，重任，再任を妨げない。 

5 センター長が任期満了前に辞任し，又は欠員になった場合の後任者の任期は，前任者の残任期間とす

る。 

第7 条 削除 

(特任教員) 

第8 条 第4 条第7 号の職員は，特任教員(特任教授，特任准教授，特任講師又は特任助教をいう。)とし

て雇用することができる。 

2 特任教員が，授業又は研究指導若しくはその補助(以下「授業等」という。)の担当候補者となった場合

は，センターにおける業務の遂行に支障のない範囲内で，センター長が許可したときは，授業等を担当

することができるものとする。 

(運営委員会) 

第9 条 センターに，組織運営規則第33 条第2 項の規定に基づきセンター運営委員会(以下「委員会」

という。)を置く。 

2 委員会は，センターの運営に関する具体的な方策その他重要事項について審議する。 

(委員会の組織) 

第10 条 委員会は，次に掲げる者をもって組織する。 

一 第4 条第1 号から第5 号までに掲げる者 

二 各学院教授会構成員のうちから教授会が選出した者 各1 人 

三 リベラルアーツ研究教育院教授会構成員のうちから教授会が選出した者 1 人 

四 科学技術創成研究院教授会構成員のうちから教授会が選出した者 1 人 

五 本学の教授又は准教授のうちから学長が委嘱した者 若干人 

六 学生相談室長 

七 事務局長 

2 前項第2 号から第5 号までの委員の任期は，2 年とし，重任，再任を妨げない。ただし，補欠による

委員の任期は，前任者の残任期間とする。 

(委員会の運営) 

第11 条 委員会に委員長を置き，センター長をもって充てる。 

2 委員長は，委員会の議長となり，委員会を主宰する。 

3 議長に事故があるときは，議長の指名する者が，その職務を代行する。 

(定足数) 

第12 条 委員会は，委員の過半数が出席しなければ，議事を開き，議決することができない。 

2 国立大学法人東京工業大学大学教員選考規則(平成16 年規則第25 号)第15 条第2 項の規定に基づ

く審議を行うときは，第4条第5号及び第10条第1項第7号の委員は，前項の委員の数に加えない。 

3 出張者及び長期病休者は，第1 項の委員の数に加えない。 

(議決) 

第13 条 委員会の議事は，出席した委員の過半数をもって決し，可否同数のときは，議長の決するとこ

ろによる。 

(委員以外の出席) 

第14 条 委員会が必要と認めたときは，委員以外の者を出席させることができる。 

(事務) 

第15 条 委員会の事務は，学務部学生支援課において処理する。 

(雑則) 

第16 条 この規則に定めるもののほか，必要な事項は別に定める。 

附 則 

1 この規則は，平成16 年4 月1 日から施行する。 

http://www.somuka.titech.ac.jp/reiki_int/reiki_honbun/x385RG00000442.html#e000000139
http://www.somuka.titech.ac.jp/reiki_int/reiki_honbun/x385RG00000442.html#e000000144
http://www.somuka.titech.ac.jp/reiki_int/reiki_honbun/x385RG00000442.html#e000000144
http://www.somuka.titech.ac.jp/reiki_int/reiki_honbun/x385RG00000442.html#e000000149
http://www.somuka.titech.ac.jp/reiki_int/reiki_honbun/x385RG00000442.html#e000000105
http://www.somuka.titech.ac.jp/reiki_int/reiki_honbun/x385RG00001061.html?id=j33_k2
http://www.somuka.titech.ac.jp/reiki_int/reiki_honbun/x385RG00000442.html#e000000084
http://www.somuka.titech.ac.jp/reiki_int/reiki_honbun/x385RG00000442.html#e000000099
http://www.somuka.titech.ac.jp/reiki_int/reiki_honbun/x385RG00000442.html#e000000223
http://www.somuka.titech.ac.jp/reiki_int/reiki_honbun/x385RG00000442.html#e000000258
http://www.somuka.titech.ac.jp/reiki_int/reiki_honbun/x385RG00000138.html?id=j15_k2
http://www.somuka.titech.ac.jp/reiki_int/reiki_honbun/x385RG00000442.html#e000000099
http://www.somuka.titech.ac.jp/reiki_int/reiki_honbun/x385RG00000442.html#e000000268
http://www.somuka.titech.ac.jp/reiki_int/reiki_honbun/x385RG00000442.html#e000000300
http://www.somuka.titech.ac.jp/reiki_int/reiki_honbun/x385RG00000442.html#e000000300
http://www.somuka.titech.ac.jp/reiki_int/reiki_honbun/x385RG00000442.html#l000000000
http://www.somuka.titech.ac.jp/reiki_int/reiki_honbun/x385RG00000442.html#l000000000


 

31 

 

2 この規則施行後，最初に所長となる者の任期は，第6 条第4 項の規定にかかわらず，平成17 年3

月31 日までとする。 

3 この規則施行後，最初に任期の定めのある委員となる者のうち，半数の委員の任期は，第9 条第2 項

の規定にかかわらず，平成17 年3 月31 日までとする。 

附 則(平17.3.31 規18) 

この規則は，平成17 年4 月1 日から施行する。 

附 則(平17.10.24 規76) 

この規則は，平成17 年11 月1 日から施行する。 

附 則(平19.1.12 規8) 

この規則は，平成19 年4 月1 日から施行する。 

附 則(平22.4.2 規49) 

この規則は，平成22 年4 月2 日から施行し，改正後の東京工業大学保健管理センター規則の規定は，

平成22 年4 月1 日から適用する。 

附 則(平26.3.6 規13) 

この規則は，平成26 年3 月6 日から施行する。 

附 則(平27.3.6 規18) 

この規則は，平成27 年4 月1 日から施行する。 

附 則(平28.3.4 規39) 

1 この規則は，平成28 年4 月1 日から施行する。 

2 この規則施行の際，改正前の東京工業大学保健管理センター規則第10 条第1 項第10 号による委員

は，改正後の東京工業大学保健管理センター規則第10 条第1 項第5 号による委員とみなし，その任

期は従前のとおりとする。 

3 この規則施行後，第10 条第1 項第2 号から第4 号までに定める委員として，最初に任期の定めの

ある委員となる者の任期は，第10 条第2 項の規定にかかわらず，半数の委員については，平成29

年3 月31 日までとし，残りの委員については，平成30 年3 月31 日までとする。 

附 則(平28.3.29 規110) 

この規則は，平成28 年4 月1 日から施行する。 

 

http://www.somuka.titech.ac.jp/reiki_int/reiki_honbun/x385RG00000442.html#l000000000
http://www.somuka.titech.ac.jp/reiki_int/reiki_honbun/x385RG00000442.html#e000000162
http://www.somuka.titech.ac.jp/reiki_int/reiki_honbun/x385RG00000442.html#l000000000
http://www.somuka.titech.ac.jp/reiki_int/reiki_honbun/x385RG00000442.html#e000000206
http://www.somuka.titech.ac.jp/reiki_int/reiki_honbun/x385RG00000442.html#e000000206
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3.保健管理センターの施設および設備 

1)保健管理センター所在地 

 東京工業大学 大岡山キャンパス 

〒152-8550 目黒区大岡山2-12-1 

 

 

東京工業大学 すずかけ台キャンパス 

〒226-8503 横浜市緑区長津田町4259 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

保健管理センター 

Health Support Center 

すずかけ台分室(G4棟１階) 

Health Support Center 

(1F G4-building) 
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 2) 保健管理センター平面図 

 

 

保健管理センター 1 階 

 

保健管理センター2 階 
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保健管理センターすずかけ台分室１階(G4 棟)    保健管理センターすずかけ台分室2 階(G4 棟) 

  

保健管理センターすずかけ台分室 教員室2 部屋、リフレッシュルーム（G2 棟） 
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品名 規格 数量 品名 規格 数量

身長計 1 身長体重計 タニタ WB‐510 1
身長体重計 タニタ WB‐510 1 全自動身長体重計 A&D AD-6228AP 1
全自動身長体重計 A&D AD-6228AP 1 体脂肪計 タニタ 1
体脂肪計 タニタ 1 自動視力計 キヤノン CV‐20 2

キヤノン CV‐20 1 握力計 ヤガミYD-100 1
NIDEK NV-300 6 Ｘ線写真観察器 LT3K 森山X線用品 1
NIDEK NV-350 3

握力計 3
Ｘ線写真観察器 千代田メディカル 3 電子血圧計 TERUMO 3

オムロンコーリン 携帯型心電計 オムロンHCG-801 1
 BP‐203 RVⅢ 1 オージオメーター ヤガミYN‐2S 1
 HBP‐203 RV‐3B 3 パルスオキシメーターNISSEI BO-650 2
A&D 殺菌線消毒保管庫 DM‐90 ヤガミ 1
 TM-2657P 3 松葉杖 3

電子血圧計 TERUMO 6 車椅子 2
携帯型心電計 オムロンHCG-801 1 担架 1
パルスオキシメーターNISSEI BO-650 3 製氷機 SANYO 1
マイクロCOモニター フクダ電子 1 休養ベッド 2
オージオメーター ヤガミYN‐2S 3
高圧蒸気滅菌器 エルクレーブ・フルオート　MAC-580 1 健康診断管理システム東芝メディカル 1
殺菌線消毒保管庫 DM-90ヤガミ 1 デスクトップパソコンlenovo 2
自動分包器 昭和5型 1 HP 1
自動上皿天秤 1 Mac 1
松葉杖 6 ノートブックパソコン東芝 3
車椅子 3 コピー機 AeosPort-ⅣC4475 1
電動車椅子 1 RICOH ipsio spc830 1
担架 1 液晶プロジェクター Panasonic 1
製氷機 SANYO 1 自転車 ブリヂストン 1
休養ベッド 2

きょうの健康 1
健康診断管理システム東芝メディカル 1 日系Health 1

lenovo 2 今日の治療薬2016 1
富士通 2
TOSHIBA 1
富士通 1
Panasonic 2

コピー機 ApeosPort‐Ⅳ C4470
富士ゼロックス 1

液晶プロジェクター Panasonic 1
モバイルスクリーン Sanwa Supply 1
食品サンプルセット 1
自転車 ブリヂストン他 3
パーティションベルト 34
マット 3

救急箱 SF救急箱1号 4
　　〃 SF救急箱6号 4
衛生材料セット 6
輸液セット等 1

きょうの健康 1
栄養と料理 1
今日の治療薬2015 1

図書・雑誌

4

事務用機械器具

全自動血圧計

事務用機械器具

災害時用品

ノートブックパソコ
ン

図書・雑誌

医療用機械器具医療用機械器具

全自動血圧計 オムロンコーリン
　　　HBP-203 RV-3B

自動視力計

デスクトップパソコン

 

3)主要設備 

大岡山地区                    すずかけ台地区 
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1) 保健管理センター運営委員会委員

　　保健管理センター 所長（併任） 山室　恭子
　　　 〃 教授 齋藤　憲司
　　　 〃 教授 安宅　勝弘
　　　 〃 教授 福岡　俊彦
　　　 〃 准教授 丸谷　俊之
　　理学院 教授 遠藤　久顕
　　工学院 教授 伊藤　謙治
　　物質理工学院 准教授 佐藤　満
　　情報理工学院 教授 小池　英樹
　　生命理工学院 准教授 白木　伸明
　　環境・社会理工学院 教授 宮崎　久美子
　　リベラルアーツ研究教育院 教授 佐久間　邦弘
　　科学技術創成研究員 准教授 高村　大也
　　学生相談室長 教授 熊井　真次
　　事務局長 柴田　政之
　　学務部長 寺島　雄二
　　学生支援課長 堤田　直子

　
2) 保健管理センター職員

　　センター長（併任） 教授 山室　恭子
　　学校医・大岡山地区・田町地区産業医 教授 安宅　勝弘
　　カウンセラー　 教授 齋藤　憲司
　　学校医・大岡山地区産業医 教授 福岡　俊彦
　　医師・すずかけ台地区産業医 准教授 丸谷　俊之
　　医師 客員教授 岸　 幸夫
 　　 〃 非常勤講師（すずかけ台） 洞口　亜佐美
　　カウンセラー 特任教授（すずかけ台） 道又　紀子
 　　 〃 特任講師 毛利　眞紀
 　　 〃 非常勤講師 高野　久美子
 　　 〃 　　〃 尾崎　啓子
 　　 〃 　　〃 相澤　直子
 　　 〃 　　〃　（すずかけ台） 伊藤　直樹
 　　 〃 　　〃　（すずかけ台） 山本　慎哉
　　看護師（※1の代替期間雇用） 山崎　万智子
　　保健師 (※1）　 貝塚　真美子
　　保健師 　 黒瀬　愛子
　　保健師（非常勤） 三上　貴代恵
　　看護師（非常勤） 細井　佐津子
　　保健師（非常勤） 佐藤　和子
　　薬剤師 樋田　伸子

関係事務職員

　学務部長 事務職員 寺島　雄二
　学生支援課長 　 〃 堤田　直子
　支援企画グループ長 　 〃 関口　広海
　事務補佐員 　 〃 川村　香緒里
 　　 〃 　 〃 田淵　尚美

　  

 

 

 

 

 

４．関係職員名簿（平成２８年度） 
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3) 保健管理センター歴代所長

　　大木　保夫 （昭４６．１２〜５１．３）

　　松野　尚夫 （〃５１．４〜　５６．３）

　　辻　　茂 （〃５６．４〜　５８．３）

　　稲田　祐二 （〃５８．４〜　６２．３）

　　中瀬　明男 （〃６２．４〜　６３．３）

　　森川　　陽 （〃６３．４〜　平１．３）

　　坂田　　勝 （平　１．４〜　　３．３）

　　岡部　平八郎 （〃　３．４〜　　５．３）

　　永田　一清 （〃　５．４〜　　７．３）

　　長松　昭男 （〃　７．４〜　　９．３）

　　梶内　俊夫 （〃　９．４〜　１１．３）

　　綱島　　滋 （〃１１．４〜　１３．３）

　　小林　　彬 （〃１３．４〜　１７．３）

　　加藤　雅治 （〃１７．４〜　２１．３）

　　酒井　善則 （〃２１．４〜　２３．３）

      中村　聡 （〃２３．４〜  ２７．３）

　　山室　恭子 （〃２７．４〜  ２９．３）  
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